
こども相談室てんとうむし大口南 支援プログラム                                                                                    令和 ７年 １月 １８日作成 

事業所情報 営業時間 平日 9:30～17:30(火曜 11:00～19:00)  

土日祝日 9:00～15:00  

休業日  ゴールデンウィーク・お盆・年末年始  

    療育内容や家庭での取り組みについて保護者と共有することを大切にしているため、送迎はしておりません。 

 

療育内容  

 児童発達支援 

  個別認知コミュニケーション療育（平日 9:30～15:00のうち 45分から 1時間程度） 

幼児生活療育 （木曜日・9:30～14:00） 

プレジュニア （年長・水曜日 13:00～15:00） 

 

 放課後等デイサービス 

 個別認知コミュニケーション療育（平日 15:00～16:00） 

少人数学習療育（平日 15:50～17:30 火曜のみ 19:00まで） 

 生活自立クラス (少人数グループ・水曜日 15:50～17:30) 

 少年団（小 1～小 4・土曜日 9:00～15:00） 

 青年団（小 5～高 3・日曜日 9:00～15:00） 

 こつこつデー(祝日 9:00～15:00)・ 

学習・将棋・オセロ・レゴ・ボードゲームなど、こつこつ取り組むことを目的に取り組みます 

  

 その他 

 各種公式検定の実施  漢字検定・書写検定・英単語検定（準会場認定） ＜移行支援＞ 

 公式マラソン大会への参加（一宮タワーパークマラソン・全国縦断東海ブロック新春マラソン）<移行支援＞ 

公認心理師による各種心理検査の実施  K式発達検査・ITPA・KABC-Ⅱ・WISC-Ⅳなど<家族支援＞ 

 保護者交流会・学年別保護者懇談会・保護者セミナーの実施<家族支援＞ 

 必要に応じて個別相談（きょうだいについての相談も含む）の実施<家族支援＞ 

 ふれあいまつり（大口町主催）への出店＜地域連携＞ 

 秋田学共の利用および除草ボランティア<地域連携＞ 

 

主な行事 

行事はその場限りのお楽しみにならないよう、普段の療育の延長とし、 

目標づくりや成果発表の場となるよう計画しています。 

児童発達支援 

 夏のお楽しみ会・クリスマス発表会・まとめの会 

 焼きいも親子交流会 

放課後等デイサービス 

 春・秋の遠足（少年団） 

 クリスマス会（少年団） 

 マラソン大会参加（少年団・青年団） 

 まとめの会（少年団・青年団） 

運動・感覚 

・安定した歩行・たくさん歩ける体力づ

くり 

・ボディーイメージを育む運動活動 

・体幹を鍛える運動活動 

・協調運動を意識した運動活動 

・基礎体力づくりのためのジョギング・

マラソン活動（マラソン大会参加） 

・10 キロ腰軽く歩けるためのお出かけ活

動（名鉄ウォーキング参加など） 

 

認知・行動 

・心理検査結果に基づく、子どもの発

達における最近接領域の学習課題や

自立生活に必要な手先課題への取り

組み 

・学習肯定感の維持・回復のための達

成感を大切にした学習活動 

・漢字検定・書写検定・英単語検定に

向けての取り組み 

 

・ 

・ 

人間関係・社会性 

・年齢・発達段階に合わせた SST

療育 

・1対１の対人関係での正しい関わ

り方の獲得 

・小集団の中での正しい振舞い方、

関わり方の獲得 

・対等な関係・上下関係など様々な

場面での対人関係技術の獲得 

 

健康・生活 

・睡眠覚醒リズムの獲得 

・自分の身辺のことを自分でする支援 

・起床から登校・下校後から睡眠までの生

活の流れをスムーズにするためのがんば

り表等の取り組み 

・安定した家庭学習習慣の獲得 

・家庭の中のお手伝いから始め家族の中

の役割を担う技術の獲得 

・公共交通機関や自転車等を用いた自立

通所技術の獲得機関や自転車等を用い

た自立通所技術の獲得 

 

・公共交通機関や自転車等を用いた自立

通所技術の獲得 

 

 

 

 

言語・コミュニケーション 

・言葉の発達に必要な愛着関係の

発達を促す療育 

・他者との言葉のやり取りを楽し

む共感性を育む療育 

・場に応じた言葉遣いや、話しかけ

るタイミング、相槌の打ち方など、

スムーズなコミュニケーションに

必要なスキルを身につける療育 

 

職員の質の向上に資する取り組み 

・初任者研修の実施 

・虐待防止のための指針・ハラスメント防止の指針の読み合わせ研修 

・児童発達支援・放課後等デイサービスガイドライン研修 

・各グループ活動についての内容検討会議およびケース検討会議の実施 

・心理職による心理検査検討会 

・保護者アンケートによる検討課題への取り組み研修会 

 



理念 発達上の苦手さを持った子どもを、精神的・経済的に自立した青年に育てる 

方針 学習・運動・手先の活動、素直に指示聞き、頑張る幼児 

頭と身体をフル活動、自らこつこつ、取り組む学童 

仕事も家事も腰軽く、勤勉・謙虚な青年、目指す 

理念・方針のもと５領域に沿った学習・運動・生活の課題で幼児期から自立まで連続した療育を提供します！！ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児（年少）         

 

幼児(年中)    幼児(年長)     小学生  

 

 中学生 

 

高校生 
                                                                       

  

 

 

個別認知コミュニケーション療育 
学習・手先の運動・粗大運動・身辺自立のための活動等個々に合わせた内容の課題に取り組む個別療育 

少人数学習療育（小学生～高校生） 
てんとうむしメソッドを使った学習肯定感の維持、回復を目指す平日学習活動 

 
幼児生活療育（幼児） 

対人関係の第一歩、大人との付き合い方、褒められ方を学ぶ SST 
生活自立クラス（小学生少人数グループ） 
生活に必要なマルチな能力を高め、家族の中の役割を担う青年を目指す SST 

キッズ        

(年中親子) 

学びの姿勢を親子で構

築、ペアレントトレーニング 

（てんとうむしにて実施） 

プレジュニア  

 (年長) 

 

こだわり克服 

小 1準備の SST 

 

少年団 

（小 1～小 4） 
小学校生活の対人関係を学ぶ、少年期 SST 

青年団 

(小 5～高 3) 
大人準備の作業能力・生活能力・体力を身につける、

青年期 SST 

幼児期の療育について 

 てんとうむしでは、幼児期の療育にも力を入れています。幼児期は、成長が未熟な故、生活の中での問題も大きく出やすい反面、関わり方次第で、成長しやすい時期でもあります。 

幼児期に、保護者の方に子どもとの適切な関わりを学んでもらい、就学するまでに親子で課題に取り組める関係づくりをしていく療育を行います。 

また、個々の力に合わせ、学習・運動・手先の活動などに達成感を持って取り組み、できることに喜びを感じ、好ましい人との関わりの中で、安定した心を持って、就学できるよう支援していきます。 

 


